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はじめに

本書は、科学研究費（基盤研究 A）「コミュニティ・ガバナンスと社会教育福
祉システムの構築に関する欧米とアジアの比較研究」（研究代表者・松田武雄）
において 4 年間、調査研究してきた成果のまとめである。このプロジェクトは、
2011 年度まで行う予定であった「社会教育・生涯学習の再編とソーシャル・
キャピタルに関する実証的研究」（科学研究費（基盤研究 B））の後継プロジェク
トである。後者の研究は 2011 年度までの 4 年間のプロジェクトであったが、幸
い科学研究費（基盤研究 A）が採択されたため、2010 年度までで終了し、その
まとめを 2012 年 3 月に『社会教育・生涯学習の再編とソーシャル・キャピタ
ル』という著書として刊行した（大学教育出版）。

基本的な問題意識は、コミュニティ（地域社会）において、社会教育・生涯
学習を通じていかにソーシャル・キャピタルを形成することができるのか、逆に
ソーシャル・キャピタルを形成することができるような社会教育・生涯学習はど
のように再構築できるのか、という点にあり、この問題意識は現在のプロジェク
トにも引き継がれている。

現在の国や自治体の財政危機のもとで、社会教育・生涯学習は行政的に後退
を余儀なくされている。社会教育職員や予算の削減、社会教育施設の廃止、指定
管理者制度の導入に伴う混乱、社会教育（生涯学習）行政の教育委員会から首長
部局への移管など、社会教育・生涯学習の行政は戦後最大の危機を迎えていると
言ってよい。

しかし、日本の社会教育・生涯学習は、あまりにも行政に依存し過ぎてきたこ
とも確かである。ヨ－ロッパの多くの国々では、市民が主体となった民衆教育あ
るいは成人教育が発展し、それに対して行政が支援するという歴史的な関係性が
つくられてきた。日本でも、最近ようやく市民が主体となり行政との協働関係を
構築するという有り様がみられるようになってきた。

今回のプロジェクト研究では、コミュニティにおける市民のガバナンスを基
盤に、社会教育と福祉を統合した社会教育福祉という領域を構想して、現代のリ
スク社会、貧困社会に抗することができるような社会教育（社会教育福祉）のシ
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ステムを構築するためにどうすれば良いのか、という問題意識を持って取り組
んでいる。そのために、日本、韓国、中国、中央アジア、東南アジア、ドイツ、
スウェーデン、フィンランド、イギリス、スコットランド、アメリカ、という
国々・地域の比較研究を行い、社会教育福祉のイメージをふくらませていきたい
と考えた。実際、アジア諸国では、社会教育と福祉が融合したような活動が行わ
れている地域が多く存在するし、ドイツや北欧等のヨーロッパ諸国では、社会教
育学という学問領域が困難を抱えた人達に対して教育的福祉的な支援を行ってい
る。

海外の多様な動向を参照しながら、身近な地域からソーシャル・キャピタルを
培っていけるような社会教育福祉システムを構想し、新たな社会教育・生涯学習
の理論的な枠組みを構築していくことが本研究の目的である。

そのために、それぞれの国や地域を調査するとともに、定例研究会と毎年 1

回ずつ国際会議を開催してきた。第 1 回はスウェーデンの研究者を招いて研究
討議を行い、第 2 回はフィンランドの研究者を招いて研究討議を行った。第 3

回はほぼ全員でドイツに行き、マインツ大学で大規模な国際会議を開催した。日
本、ドイツ、フィンランドの研究者が集まり、2 日間、社会教育学と社会教育に
関する濃厚な議論が行われた。第 4 回は、サンクトペテルブルクで開催され（ロ
シア国立法科大学の主催）、主として青少年に対する社会教育学について議論が
なされた。さらに、国際会議でのプレゼンテーションと討論の内容を中心に、報
告集「コミュニティ・ガバナンスと社会教育福祉」第 1 ～第 3 集を刊行した。
このような国際会議でのプレゼンテーションの内容は、本書に反映されている。

かつて教育福祉は、子どもの教育と福祉の権利保障論として提起されたが、本
書で言う社会教育福祉は、コミュニティにおける社会教育と福祉が融合もしくは
統合した教育福祉的機能論として提起している。この点が両者の大きな違いであ
る。

その機能の表出は各国・地域において多様であり、それぞれの国・地域で社会
教育福祉と呼べるような現象と理論の諸相と課題を描き、コミュニティという視
点を軸に置いて比較研究としたが、現時点で社会教育福祉概念について包括的に
理論化して定義づけることはできなかった。今後に引き続く課題としたい。

本書を出版するにあたり、大学教育出版の佐藤守社長に大変お世話になりまし
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た。また、編集部の安田愛さんには編集作業でいろいろとご迷惑をおかけしまし
た。お二人に深く感謝いたします。

2015 年 3 月
松田武雄
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